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第19回
緑の少年団全国大会

全国の緑の少年団が一堂に会し、福島県で行われた
「第 19 回　緑の少年団全国大会」。

豊かな自然環境の中での交流活動や共同生活を通じて
参加した子供たちは相互の理解と連携を深め、

自然を愛し緑を守り育てる心を養う有意義な大会となりました。
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平
成
二
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
十
九

回
目
を
数
え
る
今
年
は
「
は
ぐ
く
も
う　

水
と
緑
の　

う
つ
く
し
ま
」
を
テ
ー
マ
に
、

七
月
三
十
日
〜
八
月
一
日
の
二
泊
三
日
の

日
程
で
、
福
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
の
記
念
式
典
は
、
郡
山
市

に
あ
る
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海 

多
目
的

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
県
外
か
ら
の
参
加
者

一
六
六
名
を
含
む
合
計
一
〇
七
一
名
の
子

供
た
ち
が
集
結
。
佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事

子
供
同
士
の
交
流
を
通
じ

自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

や
全
国
緑
の
少
年
団
連
盟
会
長
の
谷
福
丸

氏
の
ほ
か
、
各
市
町
村
長
な
ど
も
集
ま
り
、

盛
大
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。

井
出
道
雄
林
野
庁
長
官
に
よ
る
「
励
ま

し
の
言
葉
」
や
、
遠
藤
忠
一
福
島
県
議
会

議
長
の
「
お
祝
い
の
言
葉
」、
原
正
夫
郡

山
市
長
の
「
歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
続

き
、「
み
ど
り
の
奨
励
賞
」
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
「
緑
と
水
の

森
林
基
金
」
事
業
と
し
て
緑
化
や
森
林
に

関
す
る
活
動
、
地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動

な
ど
で
優
れ
た
活
動
を
行
っ
た
団
体
へ
贈

ら
れ
、
今
年
は
地
元
の
大
久
田
小
学
校
緑

の
少
年
団
を
は
じ
め
五
つ
の
少
年
団
が
受

賞
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
い
よ
い
よ
、
中
通
り
、
浜
通

り
、
会
津
と
い
う
各
地
域
に
分
か
れ
て
の

交
流
活
動
で
す
。
交
流
活
動
に
は
五
八
六

名
が
参
加
し
ま
し
た
。「
森
林
と
湖
の
つ

な
が
り
」「
森
林
（
自
然
）
と
川
の
つ
な

が
り
」「
人
間
と
森
林
（
自
然
）
の
か
か

わ
り
」「
森
林
と
海
の
つ
な
が
り
」
な
ど
、

エ
リ
ア
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
地
域
性

や
自
然
環
境
と
い
っ
た
地
域
の
特
色
・
特

徴
を
生
か
し
た
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
島
県
を
代
表
す
る
桧
原
湖
や
阿
武
隈
川

の
自
然
に
直
に
触
れ
た
ほ
か
、
森
林
文
化

の
一
つ
で
あ
る
和
紙
で
作
ら
れ
る
赤
べ
こ

の
絵
付
け
、
化
石
発
掘
体
験
、
勾
玉
作
り

体
験
を
す
る
子
供
た
ち
の
顔
は
満
面
の
笑

上：森林の中に入って自然観察
下：桧原湖での水質調査

み
。
楽
し
み
な
が
ら
人
間
と
自
然
と
の
関

わ
り
を
学
び
、
理
解
し
た
様
子
で
し
た
。

大
会
最
終
日
は
再
び
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス

熱
海
に
て
、
交
流
活
動
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
各
班
の
充
実
し
た
活
動
の
様
子

が
続
々
と
報
告
さ
れ
た
の
に
加
え
、
会
の

後
半
に
は
猪
苗
代
町
に
生
ま
れ
、
世
界
的

に
有
名
な
医
学
者
と
な
っ
た
野
口
英
世
博

士
の
生
い
立
ち
も
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
福

島
県
な
ら
で
は
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

そ
し
て
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
京
都
府
へ

連
盟
旗
が
引
き
継
が
れ
、「
第
十
九
回　

緑
の
少
年
団
全
国
大
会
」
は
無
事
閉
幕
。

こ
の
三
日
間
で
子
供
た
ち
が
経
験
し
、
学

ん
だ
こ
と
は
、
必
ず
や
次
の
活
動
に
生
か

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

上：野口英世記念館を見学
下：赤べこの絵付けは子供たちに人気でした


